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運動負荷試験の発表よ

りも薩摩の郷土料理を食べたこと

中村加奈子(下松市)/丹治春香(福島市)/
阿部絵理(東田川郡庄内町)/吉本和子(高
松市)/永島佳代子(東京都足立区)/松丘
恵理子(射水市)/赤羽貴行(安曇野市)/大
野あけみ(岐阜市)/四元和裕(古賀市)/大
沼佳恵(登米市)/森坂亜希(京都市)/紺野
加世子(福島市)

，大ウナギを見たこ

と，桜島を回ったことのほう

病気のはなし
血管炎 永井立夫
技術講座
細胞診：反応性異型尿路上皮および鑑別を
有する病態 都築豊徳
生理：されど胆囊 2超音波画像と病理所見

長川達哉
生理：シリーズ 骨と関節の超音波検査・2
上肢の超音波検査 石崎一穂
疾患と検査値の推移
データマイニング解析によるB型肝炎の
進行の予測 黒崎雅之
ワンポイントアドバイス
多剤耐性 Acinetobacter baumannii が
検出されたときの対応 長野則之
Laboratory Practice

生理：三次元心エコー図を用いた心房中隔
欠損孔の描出 渡辺修久，他
免疫血清：ルミネックスシステムによる
HLA検査 柏瀬貢一
診療支援：DVT/PE予防における臨床検査室の
役割 和田英夫，他
微生物：スポーツ選手(格闘技系)と白癬菌
(Trichophyton tonsurans) 廣瀬伸良，他
移植医療：移植医療と検査
脳死移植のための神経生理学的検査 久保田稔
臨床医からの質問に答える
残余血清を用いて追加検査をしたいのですが，
主な成分の安定性を教えて下さい 山崎浩和
検査値を読むトレーニング 信州大学R-CPC
第8回 誤嚥性肺炎にて入退院を繰り返していた
80代女性 本田孝行，他

今月の表紙/ラボクイズ/臨床検査のピットフォール/
トピックス/けんさ外国語会話/COFFEE BREAK/他

がよく覚え

学会シーズンまっただ中である．読者の皆様は学会

に参加したり，発表したりした経験はあるだろうか？

学会は日頃の研究成果を発表したり，知識を交換した

り，新しい情報を得る場である．というのは立前で，

実は沢山の楽しみがある．例えば，行ったことのない

土地に行ける，その土地の美味しい料理が食べられ

る，美味しいお酒が呑める，旧友に会える，憧れの人

に会える，新しい友人ができる，そんな理由でもよい

のである．

筆者が初めて発表した学会は鹿児島市で行われた日

本衛生臨床検査技師会であった．入職3年目のことな

のではっきり覚えて

ている．もち

ろん，発表までの準備はとても大変だったし，学会予

行もコテンパンだった．でも一回発表を行ってみると

そのプロセスの大切さがわかり，とても勉強になった

し，よい想い出になった．学会とは，何かしらの刺激

を受けて「明日から頑張ろう!」と思える素敵な場所

である．読者の皆様もぜひ参加してみて欲しい．

さて，7月号には“病気のはなし”で「子宮内膜症」

が掲載されている．子宮内膜に類似する組織が子宮以

外で発育して増殖する疾患で，その原因はいまだ解明

されていないという．興味がわく読者も多いことだろ

う．“技術講座”では生理検査の新しいシリーズ「骨

と関節の超音波検査」(全6回)が始まった．第1回目

をこの領域のパイオニアである石崎一穂先生に執筆し

ていただいた．臨床検査技師の教科書には超音波検査

に適さないものとして“骨”が挙げられている．整形

外科領域ではこの見えなかったものが，“見える”に

変わり，今は“診る”時代になった．医療機器の進歩

のお陰でもあるが，何より超音波でなんとか診ようと

いう向上心の賜である．もう一つ，「されど胆囊」は

グッドタイトルだと密かに思っている．今月号も盛り

沢山な内容である．皆様，ご賞味あれ．

(種村 正)
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